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研究概要 

当講座では脊椎・脊髄に関する基礎的・臨床的研究を中心に行っている。基礎研究は臨床との関連性を重視しており，これま

でに電気生理学的脊髄モニタリング法の臨床応用，動物モデルを用いた腰部神経根性疼痛メカニズムの解明，細胞組織工学に

よる椎間板再生，骨形成タンパクと人工骨の脊椎固定術への応用，パッチクランプ法による疼痛伝達路の解明及び脊髄前角細

胞の電気生理学的作用の解明，脊柱靱帯骨化症に対する分子生物学的アプローチなどを行ってきた。長寿社会が達成された現

在，人々は生活の質の改善を求めており，運動器疾患の治療と撲滅は最重要課題とされている。われわれはこの社会的要求に

応えるべく，臨床面で現在，低侵襲手術の研究・開発にも力を注いでいる。また，形成外科・手の外科分野においても微小血

管外科やキーンベック病に関する報告を数多く行っている。 

 

以下にその詳細を列挙する。 

１． 脊椎外科に関連する基礎的並びに臨床的研究 

• 脊椎内視鏡手術の技術開発と臨床応用に関する研究 

• 脊椎内視鏡手術におけるナビゲーションシステムの応用に関する研究 

• 脊柱靱帯骨化症関連遺伝子の解析 

• 腰部脊柱管狭窄症の自然経過に関する疫学調査研究 

• 腰椎椎間孔障害の補助診断法としての電気生理学的研究 

• 脱出椎間板組織の吸収過程と神経因性疼痛の制御に関する研究 

• 変性椎間板による神経因性疼痛発現機序とその制御に関する研究 

• パッチクランプ法を用いた脊髄内痛覚伝導路に関する研究 

• パッチクランプ法を用いた脊髄前角細胞に対する虚血負荷に対する検討 

• パッチクランプ法を用いた運動ニューロンの電気生理学的作用の研究 

• 焼成骨（true bone ceramic, TBC）の脊椎固定材料としての有用性に関する研究 

• 術中脊髄機能モニタリングに関する基礎的・臨床的研究 

２． 骨髄幹細胞による骨・靱帯・関節組織の再生に関する研究 

• 培養椎間板細胞を用いた椎間板再生に関する研究 

• 骨髄幹細胞を用いた脊椎固定術に関する研究 

• 骨髄幹細胞を用いた靱帯再建術に関する研究 

３． 骨形成タンパク(0P-1)の臨床応用に関する研究 

• 骨形成タンパクによる変性椎間板の再生と神経因性疼痛抑制に関する研究 

• 骨形成タンパクによる脊椎固定術に関する研究 

４． その他 

• キ-ンベック病に関する臨床的研究 

• マイクロサージェリーを用いた機能再建術に関する臨床的研究 

• 小児上腕骨顆上骨折の装具療法の研究 
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内視鏡手術の現状と未来：脊椎内視鏡下手術・技術認定制度を含めて．第52回日本脊椎脊髄病学会学術集会, 2023. 4. 札幌 

22. 南出晃人:骨粗鬆症性椎体骨折の病態から考える手術法の選択：ステントバルーンを用いた経皮的椎体形成術の安全適正使用と応用．第

52回日本脊椎脊髄病学会学術集会, 2023. 4. 札幌 

23. 南出晃人:骨粗鬆症性椎体骨折に対する早期外科的治療の役割と薬物治療の重要性．新時代の骨折予防・治療戦略セミナー, 2023. 5. Web

講演 

24. 南出晃人:健康寿命延伸をめざした骨粗鬆症性椎体骨折治療：骨折連鎖を断つための早期外科的介入と薬物治療の重要性. 第30回日本脊

椎脊髄手術手技学会， 2023 9. 東京 

25. 南出晃人: 高齢者患者における脊椎手術管理の最適化：低侵襲脊椎手術と骨粗鬆症管理．第141回中部日本整形外科災害外科学会， 2023. 

10. 神戸 

26. 南出晃人,大江真人,種市洋: 骨粗鬆症性椎体骨折：骨粗鬆症性椎体骨折に対するステントバルーンを用いた経皮的椎体形成術の安全適正

使用と応用．第26回日本低侵襲脊椎外科学会学術集会, 2023. 11. 福岡 



27. 南出晃人,大江真人,種市洋: Kambinアプローチによる内視鏡下腰椎椎体間固定術の治療成績. 第32回日本インストウルメンテーション

学会, 2023. 11. 米子 

28. 南出晃人:健康寿命延伸をめざした骨粗鬆症性椎体骨折治療：骨折連鎖を断つための早期外科的介入と薬物治療の重要性．骨粗鬆症 Web

セミナー, 2023. 12. Web講演 

29. 岩﨑博：私の運動器エコー～脊椎脊髄疾患診療の格致日新～．第52回日本脊椎脊髄病学会学術集会，2023.4. 北海道 

30. 岩﨑博，村田鎮優，曽根勝真弓，石元優々，山田宏：超音波ガイド下注射による頚肩腕部・腰殿部痛治療．第140回中部日本整形外科災

害外科学会・学術集会，2023.4. 奈良 

31. 岩﨑博，山田宏：私の運動器エコー．～脊椎脊髄疾患診療に必要なもの～．第140回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会，2023.4.

奈良 

32. 岩﨑博：脊椎の超音波診断法．第57回整形外科エコーセミナー，2023.4．石川 

33. 岩﨑博，村田鎮優，石元優々，山田宏：脊椎脊髄疾患に対する超音波ガイド下インターベンション．第13回最小侵襲脊椎治療学会(MIST

学会)，2023.6. 宮城 

34. 岩﨑博，村田鎮優，深澤真弓，石元優々，山田宏：超音波ガイド下注射による腰殿部痛の診断的治療．日本スポーツ整形外科学会 2023，

2023.7. 広島 

35. 岩﨑博：背骨にエコーは必要か？．第59回日本超音波医学会中国地方会，2023.9. 鳥取 

36. 岩﨑博，村田鎮優，深澤真弓，石元優々，山田宏：脊椎手術後疼痛に対するエコー診療を極める．第141回中部日本整形外科災害外科学

会・学術集会，2023.10. 兵庫 

37. 筒井俊二, 橋爪洋, 南出晃人, 中川幸洋, 岩崎博, 高見正成, 石元優 ,々 長田圭司, 村田鎮優, 山田宏：【成人脊柱変形に対する Short 

fusionの適応】側方進入椎体間固定術を用いた成人脊柱変形手術の長期成績―短椎間固定と長範囲固定の経時的変化と比較― 第13回日

本成人脊柱変形学会, 2023.3. 大阪 

38. 筒井俊二, 岩崎博, 高見正成, 石元優 ,々 長田圭司, 山田宏：【成人脊柱変形 治療選択と課題 いつどのタイミングで何を目指して治

療するか?】成人脊柱変形に対する脊椎骨盤固定術は高齢患者にとってもう一度受けたい手術か? 第 140 回中部日本整形外科災害外科学

会, 2023.4. 奈良 

39. 筒井俊二：脊椎外科バイオメカニクス―力学の概念を用いた脊椎疾患治療の課題克服に向けての我々の取り組み― 日本実感力学会 2023

年度年次講演会, 2023.8. 和歌山 

40. 高見正成,橋爪洋,岩崎博,筒井俊二,長田圭司,山田宏:不安定性を伴う腰椎変性すべり症の治療成績 －除圧派の立場から－．第141回中

部日本整形外科災害外科学会・学術集会, 2023.10.神戸  

41. 高見正成,山田宏:当科における脊椎内視鏡外科医の育成に関する取り組み．第36回日本内視鏡外科学会総会, 2023.12.横浜  

42. 延與良夫、中川幸洋、前田孝浩、佐々木貴英、太地良：Vertebral Body Stenting (VBS)の臨床成績、適応とPitfallについて～. 第27

回関西MISt研究会, 2023.10. 大阪市 

43. 下江隆司: 女性の健康と美をサポート -エクオールの疫学と臨床-. 第66回日本形成外科学会ランチョンセミナー, 2023.4. 長崎 

44. 下江隆司: 整形外科医から見た女性の手の悩み. 第148回近畿産婦人科学会学術集会ランチョンセミナー, 2023.6. 和歌山 

45. 下江隆司:エクオールの疫学と臨床 -Menopausal Handの新たな知見-. 兵庫県整形外科医会学術講演会, 2023.7. 神戸(hybrid開催) 

46. 下江隆司: 更年期世代の女性に多い手疾患と女性ホルモンに関連する最近の話題 -手根管症候群に対する新たな治療選択肢を含めて-. 

第34回日本末梢神経学会, 2023.9. 京都 

47. 下江隆司: 更年期世代の女性に多い手の障害(Menopausal Hand)  －エクオールの疫学・臨床研究を中心に-. 第355回京都整形外科医会, 

2023.11. 京都 

48. 寺口真年,松尾咲愛,峯玉賢和,川上守,前田孝浩,太地良,山本義男,中川雅文,中谷友洋,中川幸洋,山田宏: サルコペニアに伴う腰部脊柱

管狭窄症患者の特徴とアミノ酸ゼリー介入の効果に関する研究. 第26回日本低侵襲脊椎外科学会, 2023. 11. 福岡 

49. 平一裕：足関節周囲の一時的創外固定 2023.9.3 Stryker’s Trauma Symposium Gamm4 発売記念-外傷治療のエキスパートがおくる治

療戦略 

https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E7%AD%92%E4%BA%95%E4%BF%8A%E4%BA%8C%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E7%AD%92%E4%BA%95%E4%BF%8A%E4%BA%8C%5d/AU


50. 曽根勝真弓，岩﨑博，石本悠介，菅野裕一郎，山本悠太，山田宏：末梢神経障害に対する超音波診療．第140回中部日本整形外科災害外

科学会・学術集会，2023.4. 奈良 

51. 深澤真弓，岩﨑博,下江隆司，神埜聖治，山田宏：末梢神経のみかた．日本超音波医学会第96回学術集会，2023.5. 埼玉 

52. 深澤真弓，橋口直史，中島祐子，安達伸生：静脈穿刺法の常識・非常識 −本当は怖い静脈穿刺法−．日本超音波医学会第 96 回学術集会，

2023.5. 埼玉 

53. 深澤真弓，山田彬博，山中学，西尾尚子，下江隆司，木戸勇介，松山雄樹，村田顕優，岩﨑博，山田宏，Jianguo G. Gu：Pressure-clamped 

single-fiber recordingを用いたNav1.8陽性末梢神経の機能解析．第34回日本末梢神経学会学術集会，2023.9. 京都 

54. 村田鎮優：ヒアルロン酸ハイドロゲルとPDGFbbは、iPS細胞由来脊索様細胞の効率的な成熟をサポートする・軟骨代謝学会, 2023.3. 横
浜 

55. 村田鎮優：椎間孔狭窄治療の本質に迫る MED vs PETLIF 椎間孔狭窄に対する脊椎内視鏡下手術・第52回日本脊椎脊髄病学会学術集会，
2023.4．北海道 

56. 神前拓平,橋爪洋,岩﨑博,筒井俊二,高見正成,長田圭司,石元優 ,々村田鎮優,山田宏:成人脊柱変形術後に発症もしくは進行する股関節症

は骨盤固定の影響がある.第52回日本脊椎脊髄病学会, 2023.4. 札幌 

57. 神前拓平,橋爪洋,岩﨑博,筒井俊二,高見正成,長田圭司,石元優 ,々村田鎮優,山田宏:座位-立位側面評価は成人脊柱変形術後の隣接椎間

障害、変形性股関節症を予測する可能性がある.第52回日本脊椎脊髄病学会, 2023.4. 札幌 

58. 神前拓平,橋爪洋,岩﨑博,筒井俊二,高見正成,長田圭司,石元優 ,々村田鎮優,山田宏:強固な骨盤固定は股関節に働く角運動と相当応力を

増加させる.第52回日本脊椎脊髄病学会, 2023.4. 札幌 

59. 神前拓平,橋爪洋,岩﨑博,筒井俊二,高見正成,長田圭司,石元優 ,々村田鎮優,山田宏:成人脊柱変形術後に股関節に働くモーメントは増加

する.第52回日本脊椎脊髄病学会 2023.4. 札幌 

60. 橋本光司: 済生会和歌山病院での二次性骨折予防への取り組み. 和歌山市薬剤師研修会, 2023.9 和歌山 

61. 大江真人,南出晃人,種市洋: 超高齢者の骨粗鬆症性椎体骨折に対する皮的椎体形成術にステントバルーンシステムは有効か. 第52回日

本脊椎脊髄病学会学術集会, 2023. 4. 札幌 

62. 大江真人,南出晃人,種市洋: Kambinアプローチによる内視鏡下椎体間固定術の治療経験. 第13回最小侵襲脊椎治療学会, 2023. 6. 仙台 

 

 

c) 全国学会 

1. 谷口泰德,木戸勇介,松山雄樹：小児の外傷性手指欠損に対して第2足趾移植を行った 1 例-29年間の追跡調査の報告.第66回日本手外科

学会,2023.4.東京 

2. 谷口泰德,木戸勇介,岸拓輝：小児の外傷性 小指欠損に対して第2足趾移植を行った 1 例-29年以上の追跡調査例の報告. 第50回日本マ

イクロサージャリー学会,2023.12. 名古屋 

3. 湯川泰紹：後弯を伴う圧迫性頚髄症に対する除圧矯正固定術の手術成績と合併症.第 52回日本脊椎脊髄病学会学術集会,2023.4.札幌 

4. 松本卓二,木村友香子: 脊椎椎体骨折におけるデュロキセチン投与は疼痛,睡眠と栄養状態の改善を導き,ADL 向上を導く可能性があ

る.JSPEN2023(日本臨床栄養代謝学会2023), 2023.5. 神戸 

5. 松本卓二: 高齢者骨粗鬆症性脆弱性骨折におけるハイドロキシアパタイトスクリュー固定用人工骨を用いた骨折治療. 第 49 回日本骨折

治療学会学術集会, 2023.6. 静岡 

6. 松本卓二: ラグスクリュー挿入部骨折を伴う転子部骨折に引き続いて起こる術後前壁骨折は日常生活動作の悪化を導く. 第49回日本骨

折治療学会学術集会, 2023.6. 静岡 

7. 松本卓二: オギュメンテーションとラグクラウンリーマーはラグスクリュー刺入部骨折における術後障害を予防する. 第 49 回日本骨折

治療学会学術集会, 2023.6. 静岡 

8. 松本卓二,新谷成令,木村友香子,松本幾久子,船岡信彦: 脊椎椎体骨折における骨折ドミノは骨折年齢、大腿骨の骨密度、体格指数と関連

する.第25回日本骨粗鬆症学会, 2023.9. 名古屋 

9. 松本卓二,新谷成令,木村友香子,松本幾久子,船岡信彦: 骨粗鬆症性脆弱性骨折における脊椎椎体骨折と大腿骨近位部骨折の骨折ドミノ

には体重と栄養指標が関連する. 第25回日本骨粗鬆症学会, 2023.9. 名古屋 

https://site2.convention.co.jp/jssr2023/index.html


10. 松本卓二, 新谷成令 松本幾久子、田中麻友、黒土琴恵,船岡信彦: オギュメンテーションとラグクラウンリーマーはラグスクリュー刺入

部骨折における術後障害を予防する. 第11回日本リハビリテーション栄養学会学術集会, 2023.9. 名古屋 

11. 麻殖生和博：85歳以上の超高齢者に対する腰椎内視鏡手術の検討 -80～84歳との比較‐. 日本脊椎脊髄病学会，2023．4. 札幌市 

12. 岩﨑博，芝﨑裕順，筒井俊二，高見正成，橋爪洋，長田圭司，石元優 ,々中村一貴,山田宏，玉置哲也：各種神経機能モニタリング法の有

用性と限界‐各種モニタリング法の特徴と利用法‐．第52回日本脊椎脊髄病学会学術集会，2023.4. 北海道 

13. 岩﨑博，筒井俊二，高見正成，橋爪洋，長田圭司，石元優々，山田宏，玉置哲也：術中神経機能モニタリング法の有用性と限界‐1818症

例の経験から判明したこと‐．第96回日本整形外科学会学術総会，2023.5. 神奈川 

14. 野村和教,𠮷田宗人,中村陽介,岡田基宏,矢渡健一,中山渕志. 6 年前に 480 症例で作成した内視鏡下椎弓切除術の学習曲線は正しかった

か？単一術者の960症例による検証. 第52回日本脊椎脊髄病学会学術集会, 2023.4. 札幌 

15. 野村和教,𠮷田宗人,中村陽介,岡田基宏,矢渡健一,岡田紗枝. 腰部脊柱管狭窄症の内視鏡下椎弓形成術を1椎間平均60分で行うための手

技上の工夫. 第26回日本低侵襲脊椎外科学会学術集会, 2023.11. 福岡 

16. 野村和教,𠮷田宗人,中村陽介,岡田基宏,矢渡健一,岡田紗枝. 過去15年間に腰椎内視鏡下手術をタンデム手術で行ってきたのはどのよう

な症例か？―当院の740例の手術データによる検討―. 第26回日本低侵襲脊椎外科学会学術集会, 2023.11. 福岡 

17. 筒井俊二, 橋爪洋, 南出晃人, 中川幸洋, 岩﨑博, 高見正成, 石元優 ,々 長田圭司, 村田鎮優, 山田宏：成人脊柱変形に対する脊椎骨盤

固定術は高齢患者にとってもう一度受けたい手術か？第13回日本成人脊柱変形学会, 2023.3. 大阪 

18. 筒井俊二, 山本偉, 神前拓平, 村田顕優, 中西竜一朗, 山田宏：長範囲脊椎骨盤固定術のロッド折損予防に用いるアクセサリーロッドの

最適な設置方法に関する力学的検討.第13回日本成人脊柱変形学会, 2023.3. 大阪 

19. 筒井俊二, 橋爪洋, 南出晃人, 中川幸洋, 岩崎博, 高見正成, 長田圭司, 石元優 ,々 太地良, 村田鎮優, 神前拓平, 山田宏：成人脊柱変

形に対する長範囲脊椎固定術を受けた高齢患者はもう一度同じ手術を受けたいと考えているか？影響を与える因子の検討.第52回日本脊

椎脊髄病学会, 2023.4. 札幌 

20. 筒井俊二, 山本衛, 神前拓平, 村田顕優, 中西竜一朗, 山田宏:骨盤に至る長範囲脊椎固定術におけるロッド折損予防に用いるアクセサ

リーロッドの適切な設置方法に関する力学的検討. 第52回日本脊椎脊髄病学会, 2023.4. 札幌 

21. 筒井俊二, 橋爪洋, 南出晃人, 中川幸洋, 岩崎博, 高見正成, 石元優 ,々 長田圭司, 太地良, 村田鎮優, 山田宏：成人脊柱変形に対する
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68. 上野健、山中学、谷口亘、西尾尚子、三宅稜、貝持裕太、中塚映政、山田宏：メチルグリオキサールの脊髄後角における疼痛増強メカニ

ズムの解明. 第16回日本運動器疼痛学会, 2023.11. 富山 

69. 上野健、山中学、谷口亘、西尾尚子、三宅稜、貝持裕太、中塚映政、山田宏：脊髄後角におけるメチルグリオキサールの疼痛増強メカニ

ズムの解明. 第45回日本疼痛学会, 2023.12. 福島 

70. 曽和智子,野村和教, 𠮷田宗人, 辻亜紀子. 頚椎椎弓形成術直後に片側性の舌下神経麻痺及び迷走神経麻痺を呈した 1例. 第 140回中部

日本整形外科災害外科学会・学術集会, 2023.4. 奈良 

71. 古梅祐,山﨑悟,坂井智,村上公英,山東茂樹,川上守:ヘモジデリン沈着性滑膜炎の所見を呈した血友病患者の大腿骨頭壊死の1例.第50回

日本股関節学会学術集会, 2023.10.福岡 

72. 貝持裕太，福井大輔，西山大介，山中学，三宅稜，山田宏：水泳で発症した腸骨筋血腫の稀な1例. 第140回中部日本整形外科災害外科学会・

学術学会, 2023.4. 奈良 

73. 貝持裕太, 松本卓二：骨質の指標とされる海綿骨構造指標は年齢ではなく体格指数と関連する. 第141回中部日本整形外科災害外科学

会・学術学会, 2023.10. 兵庫 



74. 神前貴洋,神前拓平,長田圭司,筒井俊二,山田宏：診断の遅れをきたした成人脊柱変形術後の近位隣接椎間障害の 2例. 第 13回日本成人

脊柱変形学会, 2023.3. 大阪 

 

 

d) 地方学会 

1. 谷口泰德,木戸勇介,松山雄樹：小児の外傷性手指欠損に対して第2足趾移植を行った 1 例-29年間の追跡調査の報告.第40回中部日本手

外科研究会,2023.1.広島 

2. 谷口泰德,殿尾守弘,木戸勇介,松山雄樹：小児の外傷性 小指欠損に対して第2足趾移植を行った 1 例-29年以上の追跡調査例の報告. 第

33回和歌山整形外科医会,2023.2. 和歌山 

3. 南出晃人:高齢化社会における骨粗鬆椎体骨折に対する早期外科的治療の役割と薬物治療の重要性．横須賀市整形外科医師会 学術講演会， 

2023. 1. 横須賀市，Web講演 

4. 南出晃人:脊椎疾患に伴う神経障害性疼痛の診断と治療．地域で支える疼痛治療-高齢者の健康寿命を考える.2023. 2. 和歌山市,Web講演 

5. 南出晃人:脊椎疾患に伴う神経障害性疼痛の診断と治療．上都賀郡市北部地区医師会 学術講演会， 2023. 3. 日光市 

6. 南出晃人:骨粗鬆症性椎体骨折治療の動向：外科的治療と薬物治療．脊椎・骨粗鬆症フォーラム， 2023. 3. 倉敷市 

7. 南出晃人:健康寿命延伸からの骨粗鬆症性椎体骨折治療：早期外科的治療と薬物治療の重要性．Spine Expert Seminar in 広島, 2023. 4. 

Web講演 

8. 南出晃人:健康寿命延伸からの骨粗鬆症性椎体骨折治療：早期外科的治療と薬物治療の重要性．骨粗鬆症フカボリセミナー, 2023. 4. Web

講演 

9. 南出晃人:骨粗鬆症性椎体骨折治療に対する手術治療と薬物治療の重要性：いかに骨粗鬆椎体骨折連鎖を断つか．上都賀郡市医師会学術

講演，2023. 4. 鹿沼市 

10. 南出晃人:高齢化社会における脊椎手術マネージメント：低侵襲脊椎手術と骨粗鬆症治療薬の重要性．第2回低侵襲脊椎手術勉強会， 2023. 

5. 宇都宮市，Web講演 

11. 南出晃人: 健康寿命延伸からの骨粗鬆症性椎体骨折治療：早期外科的治療と薬物治療の重要性．骨粗鬆症性骨折治療戦略セミナー（茨城）, 

2023. 5. 常磐市, Web講演 

12. 南出晃人:骨粗鬆症性椎体骨折治療：早期外科的治療の役割と薬物治療の重要性．Fracture Prevention Forum in Nagoya, 2023. 6. Web

講演 

13. 南出晃人:骨粗鬆症性椎体骨折治療の動向：外科的治療と薬物治療．骨粗鬆症診療Webセミナー2023， 2023. 6. 福岡市，Web講演 

14. 南出晃人:骨粗鬆症性椎体骨折治療に対する早期外科的介入と薬物治療の重要性：いかに骨折連鎖を断つか．しもつけ脊椎骨粗鬆症セミ

ナー, 2023. 6. 下野市 

15. 南出晃人:健康寿命延伸からの骨粗鬆症性椎体骨折治療：早期外科的治療と薬物治療の重要性．Spine Expert Meeting in Yokohama, 2023. 

6. 横浜市, Web講演 

16. 南出晃人:脊椎疾患に伴う神経障害性疼痛の診断と治療．あらためて神経障害性疼痛の治療を考える， 2023. 7.  宇都宮市 

17. 南出晃人:骨粗鬆症性椎体骨折治療に対する早期外科治療の役割と薬物治療の重要性．骨粗鬆症性骨折連鎖を考える会（千葉）, 2023. 7. 

Web講演 

18. 南出晃人:骨粗鬆症性椎体骨折治療に対する早期外科治療の役割と薬物治療の重要性．脊椎外科医のための骨粗鬆症治療薬セミナー, 2023. 

7. 新潟市, Web講演 

19. 南出晃人:骨粗鬆症性椎体骨折治療に対する早期外科治療の役割と薬物治療の重要性．Spine Expert Web Seminar, 2023. 7. 福島市, Web

講演 

20. 南出晃人:健康寿命延伸を目指した骨粗鬆症性椎体骨折治療：病態から考える外科的治療と骨折連鎖を断つ薬物治療．Osteoprosis Meeting, 

2023. 8. 弘前市，Web講演 

21. 南出晃人:高齢化社会における骨粗鬆症性椎体骨折の課題：骨折連鎖から考える外科治療と薬物治療の重要性．骨粗鬆症治療 Update 

Meeting, 2023. 9. 高知市，Web講演 

22. 南出晃人:高齢化社会における骨粗鬆症性椎体骨折マネージメント：早期外科治療と薬物治療の重要性．いわき市骨粗鬆症性椎体骨折研



究会， 2023. 9. いわき市 

23. 南出晃人:高齢化社会における脊椎手術マネージメント：早期外科治療と薬物治療の重要性．函館整形外科会 学術講演会, 2023.9. 函館

市 

24. 南出晃人:健康寿命延伸を目指した骨粗鬆症性椎体骨折治療：骨粗鬆症性椎体骨折の病態から考える外科的治療と薬物治療．第3回脆弱性

椎体骨折若手研究会-匠の技術を学ぶ, 2023.12. 京都市 

25. 南出晃人:脊椎内視鏡下手術の臨床成績に基づくエビデンスとさらなる進化．Nagoya KLIF Seminar, 2023. 12. 名古屋市 

26. 岩﨑博，和田誠，中瀬順介，石元優々：明日から使える！整形超音波セミナー（基礎編）．第141回中部日本整形外科災害外科学会・学

術集会，2023.10. 兵庫 

27. 筒井俊二, 村田鎮優, 岩﨑博, 高見正成, 長田圭司, 山田宏：フレイルは成人脊柱変形手術後の高齢患者の退院先に影響する.第141回

中部日本整形外科災害外科学会学術集会, 2023.10. 神戸 

28. 高見正成,村上公英,野中研人,山田宏:後外側アプローチによる内視鏡下胸椎椎間板ヘルニア摘出術の1例．和歌山県整形外科医会,2023.2. 

和歌山 

29. 高見正成,橋爪洋,岩崎博,筒井俊二,長田圭司,山田宏:進行期および終末期の腰椎変性すべり症の治療成績－内視鏡下手術vs除圧固定術

－．第138回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会, 2023.4. 奈良 

30. 高見正成,西山大介,橋爪洋,岩崎博,筒井俊二,山田宏:成人脊柱変形に対する長範囲固定術後の歩行時骨盤キネマティクス ―スマート

フォンによる歩行解析―．第141回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会, 2023.10. 神戸 

31. 石元優 ,々岩崎博,曽根勝真弓,橋爪洋,山田宏,平一裕：頚椎後方固定術後の超音波検査による椎骨動脈の血流評価.第140回中部日本整形

外科災害外科学会・学術集会 , 奈良 

32. 西山大介,福井大輔,山中学,上野健,三宅稜,山田宏:人工膝関節置換手術支援ロボットROSAの使用経験. 第20回和歌山最小侵襲整形外科

（MIOS）フォーラム, 2023.1.和歌山 

33. 西山大介: Online RA患者に対するロボット支援下人工膝関節手術.Wakayama 膠原病・RAセミナー,2023.1.和歌山 

34. 西山大介: 関節リウマチ患者に対するrobotic TKA. 第155回和歌山臨床整形外科医会研修会, 2023.3. 和歌山 

35. 西山大介:関節リウマチに対する手術療法の現状と未来.日本リウマチ友の会秋の医療講演会,2023.10.和歌山 

36. 西山大介: 整形外科医が考えるMTXの使い方. 整形外科医のためのリウマチ診療セミナー,2023.12.和歌山 

37. 下江隆司, 曽根勝真弓, 木戸勇介, 松山雄樹, 村田顕優, 山田宏: 母指CM関節症に対するsuture suspension arthroplasty. 第140回

中部日本整形外科災害外科学会, 2023.4. 奈良 

38. 寺口真年,平一裕,中田朋紀,平井一成, 上野健, 山田宏: 多発外傷において同時手術を円滑に遂行するためのスマートグラスの有効性 

中部整形災害外科学会, 2023. 神戸 

39. 平一裕：下腿ネイルの治療戦略～私の考える適応～.第11回和歌山整形外科疼痛研究会, 2023.8. 

40. 前田孝浩,中川幸洋,延與良夫,原田悌司,玉井英伸:骨粗鬆症性椎体骨折に対するVertebral Body Stenting (VBS)の適応とpitfall.第20

回和歌山最小侵襲整形外科 (MIOS)フォーラム,2023.1.和歌山 

41. 前田孝浩,中川幸洋,延與良夫,原田悌司,玉井英伸,浅井宜樹:稀な黄色靱帯内血腫の1例.第140回中部日本整形外科学会,2023.4.奈良 

42. 前田孝浩,中川幸洋,佐々木貴英,太地良,延與良夫:骨粗鬆症性椎体骨折に対するVertebral Body Stenting（VBS）について.第141回中部

日本整形外科学会,2023.10.兵庫 

43. 曽根勝真弓,下江隆司,木戸勇介,松山雄樹,村田顕優,山田宏：正中神経内に発生した筋周皮腫の 1 例．第 40 回中部日本手外科研究会，

2023.1. 広島 

44. 太地良, 中川幸洋, 前田孝浩, 佐々木貴英, 山本悠太, 浅井宜樹: 当院における経仙骨的脊柱管形成術の経験. 第 26 回日本低侵襲脊椎

外科学会,2023.11. 福岡 

45. 太地良, 中川幸洋, 前田孝浩, 佐々木貴英, 山本悠太, 浅井宜樹: MELの閉創中に発生した硬膜損傷. 第26回日本低侵襲脊椎外科学会, 

2023.11. 福岡 

46. 友松晃一,谷口隆哉,原田悌志,浅井宣樹,橋爪洋,山田宏：地域住民における Cam deformityの疫学的指標と関連因子. 第 141回中部日本

整形外科災害外科学会学術集会, 2023.10. 



47. 木戸勇介, 下江隆司, 曽根勝真弓, 松山雄樹, 村田顕優, 山田宏：受傷後2週間が経過した成人の尺骨急性塑性変形に対して徒手整復が

奏功した1例. 第40回中部日本手外科研究会, 2023.1. 広島市 

48. 木戸勇介, 下江隆司, 曽根勝真弓, 松山雄樹, 村田顕優, 山田宏：受傷後 2週間が経過した尺骨急性塑性変形の成人例. 第 33回和歌山

県整形外科医会, 2023.2. 和歌山市 

49. 木戸勇介,下江隆司, 神埜聖治, 井上慎吾, 山田宏：長胸神経麻痺3例の治療経験. 第33回和歌山県整形外科医会, 2023.2. 和歌山市 

50. 木戸勇介,下江隆司, 曽根勝真弓, 松山雄樹, 村田顕優, 山田宏：CPPD沈着症により生じた小指屈筋腱皮下断裂の1例. 第140回中部日

本整形外科災害外科学会・学術集会, 2023.4. 奈良市 

51. 木戸勇介,下江隆司, 神埜聖治, 井上慎吾, 山田宏：長胸神経麻痺による翼状肩甲 3例の治療経験. 第 140回中部日本整形外科災害外科

学会・学術集会, 2023.4.8. 奈良市 

52. 木戸勇介,松山雄樹, 殿尾守弘：骨折手術を扱うすべての医療機関で創外固定器を常備すべきである. 第 141 回中部日本整形外科災害外

科学会・学術集会, 2023.10. 神戸市 

53. 井上慎吾,下江隆司,西澤佑介,舟津稔博,山田宏：短橈側手根屈筋により橈骨遠位端骨折術後に母指運動障害を生じた1例．第140回中部

日本整形外科災害外科学会・学術集会， 2023.4.  奈良 

54. 井上慎吾,神埜聖治,下江隆司,曽根勝真弓,木戸勇介,山田宏：大腿骨近位に発生した Liposclerosing myxofibrous tumor(LSMFT)の一例．

第140回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会， 2023.4.  奈良 

55. 下程俊弥,米良好正,福井大輔,岩橋弘樹,谷上正純,北野暢二：TKA後の膝蓋骨脱臼に対しMPFL再建とdistal realignmentを併用した１例.

第33回和歌山県整形外科医会,2023.2 和歌山 

56. 下程俊弥,村田鎮優,米良好正,岩橋弘樹,川村晃大,北野暢二：90 歳以上の大腿骨近位部骨折に対し、病院をあげて早期手術を実施する取

り組みは有効か？阻害要因は何か？. 第141回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会,2023.10 神戸 

57. 橋本光司, 山﨑悟, 久保井勇樹, 山東茂樹, 村上公英, 坂井智, 川上守: Two-incision approach THA におけるラーニングカーブの検討.

第33回和歌山県整形外科医会学術集会, 2023.2. 和歌山 

58. 橋本光司, 山﨑 悟, 久保井勇樹, 山東茂樹, 村上公英, 川上 守: Two-incision approach THAにおける簡易ナビゲーションのカップ設

置精度. 第140回 中部日本整形外科災害外科学会・学術集会, 2023.4. 奈良 

59. 南方邦彦,西山大介,福井大輔,山中学,上野健,山田宏:人工肘関節置換術後長期経過中に生じたヒンジ軸折損の一例. 140回中部日本整形

外科災害外科学会・学術集会, 2023.4. 奈良 

60. 南方邦彦,福井大輔,下江隆司,西山大介,山中学,上野健,山田宏：BCG骨髄炎の一例, 第12回 和歌山県関節外科の会 

61. 松山雄樹,下江隆司,福井大輔,木戸勇介,南方邦彦,山田宏:難治性化膿性肩関節炎に対し広背筋弁充填術により感染の鎮静化を得た 1 例.

第140回中部日本整形外科災害外科学会・学術集, 2023.4 奈良 

62. 松山雄樹,木戸勇介,殿尾守弘: ナックルキャスト固定において、エコー下局所麻酔の併用が有用であった中手骨骨折の1例. 第91回 和

歌山医学会総会, 2023.7. 和歌山 

63. 山本章,木下裕文,窪田誠治,谷口隆哉,友松晃一,平井一成：ビスホスホネート製剤長期内服患者に生じた尺骨非定型骨折の3例. 第91回

和歌山医学会総会, 2023.7. 

64. 上野健,福井大輔,西山大介,山中学,三宅稜,山田宏:内側半月板後根損傷術後患者に対するエコーを用いた内側半月板逸脱の評価. 第 20

回和歌山最小侵襲整形外科(MIOS)フォーラム, 2023.1. 和歌山 

65. 上野健、山中学、谷口亘、西尾尚子、福井大輔、山田宏：Methylglyoxalが脊髄後角ニューロンに及ぼす作用について-whole cell patch 

clamp法を用いた電気生理学的検討-.第11回ニューロカンファレンス和歌山, 2023.1. 和歌山 

66. 上野健,福井大輔,西山大介,山中学,三宅稜,山田宏:脊椎麻酔下での両側TKA術後に特発性肺線維症の急性増悪を生じた1例.第33回和歌山

県整形外科医会, 2023.2. 和歌山 

67. 上野健,福井大輔,西山大介,山中学,三宅稜,山田宏:脊髄くも膜下麻酔下での両側人工膝関節全置換術後に特発性肺線維症の急性増悪が生じ

た1例. 140回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会, 2023.4. 奈良 

68. 上野健,福井大輔,西山大介,山中学,三宅稜,山田宏：外傷による膝関節骨軟骨損傷に対して自家骨軟骨柱移植術を施行した1例. 第91回

和歌山医学会総会，2023.7. 和歌山 



69. 川村晃大,村田鎮優,米良好正,岩橋弘樹,下程俊弥,北野陽二：100歳以上の大腿骨近位部骨折患者も、慎重な周術期管理のもと積極的に手

術すべきである.第141回 中部日本整形外科災害外科学会学術集会. 2023.10.兵庫 

70. 星野晃廣，江川弘光, 中村正亨, 瀧口登, 辻本修平, 中西竜一朗：比較的稀なMonteggia類似骨折の一例. 第20回 和歌山最小侵襲整形

外科(MIOS)フォーラム, 2023.1.  和歌山市 

71. 村田顕優,下江隆司,西山大介,松山雄樹,山田宏：砕石位での腹部外科手術に伴うwell-leg compartment syndromeの治療経験．第33回和

歌山県整形外科医会，2023.2. 和歌山 

72. 村田顕優,下江隆司,西山大介,松山雄樹,山田宏：砕石位での腹部外科手術に伴うwell-leg compartment syndromeの2例．第140回中部日

本整形外科災害外科学会，2023.4.  奈良 

73. 村田顕優，山中学，中根康博，三宅稜，山田宏：リバース型人工肩関節全置換術を施行した 急速破壊型肩関節症の1例．第141回中部日

本整形外科災害外科学会，2023.10. 神戸 

74. 貝持裕太,舟津稔博,西澤佑介,北山啓太:化膿性腱鞘炎に対する ST合剤投与により薬剤性肝障害・血小板減少を来した 1例.第33回和歌

山県整形外科医会, 2023.2. 和歌山 

75. 貝持裕太，山中学，西山大介，福井大輔，玉井英伸，山田宏：若年男性に生じた外傷性腸骨筋血腫の稀な1例.第91回和歌山医学会総会, 2023.7. 

和歌山 

76. 貝持裕太,西山大介,福井大輔,山中学,上野健,三宅稜,山田宏：下前腸骨棘に発症したFGF23産生腫瘍により腫瘍性骨軟化症を生じた1例.第23

回Osaka Hip Meeting under 50, 2023.9. 大阪 

77. 岸拓暉,西山大介,福井大輔,山中学,山田宏：人工膝関節置換術におけるPatient specific instrumentationの使用経験. 第91回和歌山

医学会総会 , 2023.7. 和歌山 

78. 岸拓暉,西山大介,福井大輔,山中学,山田宏：人工膝関節置換術におけるPatient specific instrumentationの使用経験.第141回中部日

本整形外科災害外科学会・学術集会 , 2023.10. 兵庫 

79. 岸拓暉,西山大介,福井大輔,山中学,山田宏: Patient specific instrumentationを使用した人工膝関節置換術の経験. 第141回中部日本整

形外科災害外科学会・学術集会, 2023.10. 兵庫 

80. 神前貴洋,神前拓平,長田圭司,筒井俊二,山田宏：Doctor’s delayをきたした成人脊柱変形術後の近位隣接椎間障害の2例. 第459回整

形外科集談会京阪神地方会, 2023.2. 大阪 

81. 神前貴洋,神前拓平,長田圭司,筒井俊二,山田宏：Doctor’s delayをきたした成人脊柱変形術後の近位隣接椎間障害の2例. 第140回中

部整形外科災害外科学会, 2023.4. 奈良 

82. 神前貴洋,神前拓平,長田圭司,筒井俊二,山田宏：立位と臥位で椎弓根スクリューの位置に乖離を認めた成人脊柱変形術後の近位隣接椎間

障害の１例.第91回和歌山医学会総会, 2023.7. 和歌山 

83. 神前貴洋,石元優 ,々筒井俊二,橋爪洋,山田宏：腰椎変性側弯症における神経根症の特殊型-回旋・側方すべりに生じた神経根牽引・圧迫

による複合障害-. 第141回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会, 2023.10. 兵庫 

84. 神前貴洋,寺口真年,長田圭司,石元優 ,々高見正成,山田宏：頚椎損傷例におけるDISHの新知見-DISHとOPLLは関連している-. 第141回

中部日本整形外科災害外科学会・学術集会, 2023.10.兵庫 

85. 神前貴洋,石元優 ,々村田鎮優,岩﨑博,山田宏：脊椎手術後髄液漏の術前術後評価-超音波検査は有用である-. 第60回脊椎外科を学ぶ会, 

2023.10.大阪 

86. 神前貴洋,石元優 ,々岩崎博,筒井俊二,橋爪洋,山田宏：変性側弯により生じた神経のtraction painに対する手術戦略.第141回中部日本

整形外科災害外科学会・学術集会,神戸 

87. 菅野裕一郎,福井大輔,松山雄樹,下江隆司,平井一成,西山大介,山中学,山田宏：劇症型溶連菌感染症により上肢切断に至った壊死性筋膜

炎の1例. 第91回 和歌山医学会総会. 2023.7. 和歌山 

 

e) その他 フォーラム、セミナー、研究会、講習会、ワークショップ等 

1. 安藤宗治：整形外科医からみた安全な術中神経生理学的モニタリング．第8回日本脳脊髄術中モニタリング研究会,2023.2 東京 

2. 安藤宗治:経頭蓋刺激・運動誘発電位による術中脊髄モニタリングの諸問題．第10回術中脳脊髄モニタリングセミナー, 2023.7 枚方市 



3. 湯川泰紹：「透析患者さんに対する脊椎手術の現状 －脊椎内視鏡手術の紹介を含めて－」偕行会透析セミナー,2023.2. 名古屋 

4. 湯川泰紹：低侵襲脊椎内視鏡手術の実際.法華セミナー,2023.10. 名古屋 

5. 南出晃人:脊椎疾患に対する脊椎内視鏡下手術の臨床成績に基づくエビデンス．第3回とうほく脊椎内視鏡ハンズオンセミナー, 2023. 9. 

仙台市 

6. 南出晃人:UNIOSの臨床経験と将来に期待すること：脊椎内視鏡化椎体間固定術．UNIOS Spine Seminar, 2023. 4. 札幌市 

7. 南出晃人:骨粗鬆症性椎体骨折に対するステントバルーンを用いた 経皮的椎体形成術の安全適正使用と応用. Together, We Combat 

Osteoporosis 2023 座談会, 2023. 11.  

8. 南出晃人:経皮的椎体形成術ライセンス（VBS）取得セミナー． 2023. 6.  日光市 

9. 南出晃人:経皮的椎体形成術ライセンス（VBS）取得セミナー． 2023. 7.  日光市 

10. 南出晃人:経皮的椎体形成術ライセンス（VBS）取得セミナー． 2023. 7. 和歌山市 

11. 南出晃人:2種 MED ハンズオンセミナー．第3回とうほく脊椎内視鏡ハンズオンセミナー2023. 9. 仙台市 

12. 南出晃人:経皮的椎体形成術ライセンス（VBS）取得セミナー． 2023. 10. 日光市 

13. 南出晃人:経皮的椎体形成術ライセンス（VBS）取得セミナー． 2023. 10. 和歌山市 

14. 南出晃人:経皮的椎体形成術ライセンス（VBS）取得セミナー． 2023. 11. 日光市 

15. 南出晃人:経皮的椎体形成術ライセンス（VBS）取得セミナー． 2023. 11. 和歌山市 

16. 南出晃人:経皮的椎体形成術ライセンス（VBS）取得セミナー． 2023. 11. 日光市 

17. 麻殖生和博: 骨粗鬆症性椎体骨折に対する手術治療の役割と薬物治療の重要性. 和歌山市薬剤師会学術講演会，2023.9. 和歌山市 

18. 麻殖生和博: 高齢者の脊椎疾患に対する治療80歳以上の背骨にメスを入れるのはありか？ 和歌山市医師会・泉佐野泉南医師会・和歌

山労災病院連絡協議会, 2023.7. 和歌山市 

19. 岩﨑博：頚肩腕部・腰殿部痛に対する各種超音波ガイド下注射. Pain Live Symposium ～運動器疼痛治療を考える～, 2023.1．奈良 

20. 岩﨑博：脊椎脊髄疾患診療における各種超音波ガイド下注射～神経障害性疼痛管理を含めて～. 痛み診療Up to date in宮城, 2023.1．

宮城 

21. 岩﨑博：脊椎外科医が運動器エコーを使ってみたら・・・～神経障害性疼痛管理を含めて～．【ハンズオン】整形外科疾患を考える会～

エコーと疼痛管理～．整形外科疾患を考える会～エコーと疼痛管理～， 2023.2. 栃木 

22. 岩﨑博：運動器エコーは脊椎外科医を変える!? 第17回NASA講演会，2023.2. WEB 

23. 岩﨑博：脊椎脊髄疾患診療に超音波診断装置は必要か!?‐神経障害性疼痛治療のために‐. 第111回北九州脊椎・脊髄研究会， 2023.2．

福岡 

24. 岩﨑博：運動器エコーは脊椎外科医を変える!? 第4回Mie Spine Group On-line Meeting，2023.3. WEB 

25. 岩﨑博：運動器エコーは脊椎外科医を変える!? 第124回東北大学脊椎外科懇話会. 2023.3. 仙台市 

26. 岩﨑博：「あしがしびれます。」．The 4th Neuro Musculoskeletal Ultrasound Online Meeting of SMAP，2023.8. WEB 

27. 岩﨑博：脊椎固定術と仙腸関節障害～骨粗鬆症性椎体骨折による脊柱変形を含む～．第12回中之島運動器研究会，2023.8．大阪 

28. 岩﨑博：脊椎脊髄疾患診療に超音波診断装置は必要か!? ‐神経障害性疼痛治療のために‐. 痛みの診療Up to date in滋賀， 2023.9.

滋賀 

29. 岩﨑博：脊椎の超音波診断法．第58回整形外科エコーセミナー，2023.10．大阪 

30. 岩﨑博，石元優々：超音波ガイド下頚椎神経根ブロックのすべて．第29回日本最小侵襲整形外科学会，2023.11．岡山 

31. 岩﨑博：加齢にともなう腰殿部痛‐運動器エコーを用いた診断的治療‐．第13回運動器抗加齢医学研究会，2023.11．大阪 

32. 高見正成：腰椎変性すべり症に対する手術治療．Expert Meeting Web Seminar 2023.1. 

33. 延與良夫：超高齢化社会における骨粗鬆症性脊椎椎体骨折の診断と治療. 伊都薬剤師会研修会. 2023.3. かつらぎ町 

34. 延與良夫：超高齢化社会における骨粗鬆症性脊椎椎体骨折の診断と治療～骨折による負の連鎖と経皮的椎体形成術～. 紀南地区骨粗鬆症

連携会. 2023.8. 田辺市 

35. 谷口隆哉：メンリッケ座談会  2023.10 大阪 

36. 谷口隆哉：ALS-THAセミナー 2023.10. 福岡 

37. 谷口隆哉：第4回SPO研究会 2023.10. 福岡 



38. 石元優々：ラジオ健康講座 2023.01. 

39. 石元優々：「人生100年時代 痛みなく逝きたい」 高齢者トータルケアWebセミナー 2023.01. 

40. 石元優々：「人生100年時代を迎えた疼痛治療 -痛みなく逝きたい-」痛みの診療 Up to date in Wakayama 203.01. 

41. 石元優々：「脊椎手術のいろいろ -避けられない高齢者手術-」アムジェン株式会社 社内教育講演 2023.02. 

42. 石元優々：ラジオ健康講座 2023.02. 

43. 石元優々：「高齢者の脊椎手術 -どの骨粗鬆症薬を選択する？-」和歌山骨粗鬆症治療 web forum 2023.03. 

44. 石元優々：「人生100年時代を迎えた疼痛治療の在り方」和歌山臨床整形外科医会研修会. 2023.03. 

45. 石元優々：「人生100年時代を迎えた疼痛治療 -痛みなく逝きたい-」かかりつけ医が診る整形外科診療WEB セミナー 2023.03. 

46. 石元優々：ラジオ健康講座 2023.04. 

47. 石元優々：人生100年時代だ！ -痛みなく逝きたい- 明日から活かせるかかりつけ医のための疼痛診療 2023.05. 

48. 石元優々：「高齢者の脊椎の痛みと手術 -骨粗鬆症薬の選択は？-」 三島骨粗鬆症治療WEBセミナー 2023.05. 

49. 石元優々：「人生100年時代だ！ -痛みなく逝きたい-」Pain Management Seminar in 群馬 2023.06. 

50. 石元優々：「救急外傷のいろいろ -脊椎骨折を中心に-」第23回海南医師会救急医療研修会 2023.09. 

51. 石元優々：「とにかくいっぱいエコー使います！—外傷に、脊椎に、そして研究にー」千葉運動器エコー研究会 2023.09. 

52. 石元優々：「明日から使える！整形超音波セミナー（基礎編）」中部日本整形外科災害外科学会・学術集会.神戸.2023.10. 

53. 石元優々：「人生100年時代 -歩いて逝こう-」和歌山南ロータリークラブ卓話 2023.10. 

54. 石元優々：「エコー下頚椎神経根ブロックについて〜エコーは分野を超える！ 脊椎専門でないけど打てる！〜」第17回関東MIst 研究

会 脊椎エコーセミナー 2023.10. 

55. 石元優々：「脊椎手術のいろいろ」旭化成ファーマ 社内講演 2023.10. 

56. 石元優々：「超音波ガイド下頚椎神経コンブロックのすべて」第 29 回日本最小侵襲整形外科学会 エコーハンズオンセミナー 岡

山.2023.11. 

57. 石元優々：ラジオ健康講座 2023.11. 

58. 石元優々：「人生 100 年、痛みなく逝きたい -エコーを用いた運動器疾患へのアプローチ-」第 365 回大阪臨床整形外科医会研修会. 

2023.11. 

59. 石元優々：コーのいろいろ」科研製薬 社内講演 2023.12. 

60. 下江隆司, 曽根勝真弓, 木戸勇介, 松山雄樹, 村田顕優, 山田宏: 手根管症候群の再手術症例. -原因と予防策の検討-. 第 20 回和歌山

MIOSフォーラム, 2023.1. 和歌山 

61. 下江隆司, 木戸勇介, 松山雄樹, 村田顕優: 両側5指手および母指形成不全の1例. 第 132回近畿手外科研究会, 2023.7. 大阪(hybrid

開催) 

62. 下江隆司: 本学におけるCSTによる手外科教育の取り組み -2年間の報告と今後の展望について-. 第5回和歌山県手外科研究会, 2023.9. 

和歌山 

63. 下江隆司：女性の健康と手. 女性の健康webセミナー, 2023.11. (web配信) 

64. 平一裕：寛骨臼骨折 ～Modified Stoppa approachを中心に～,第4回 Rosai Trauma Meeting 2023.3 

65. 曽根勝真弓：運動器エコー基礎・インターベンション．6th E-Girls Project, 2023.4. 東京 
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70. 深澤真弓，下江隆司：母指CM関節症の診断と治療．4th NeuroMusculoskeletal Ultrasound Online Meeting of SMAP，2023.8. 東京 
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73. 松山雄樹, 下江隆司, 神埜聖治, 山田 宏: 診断に至るまで長期を要した FGF23産生腫瘍による骨軟化症の 1例. 第 59 回脊椎外科を学

ぶ会, 2023.3. 兵庫 

74. 松山 雄樹, 深澤 真弓, 岩﨑 博, 殿尾 守弘, 山田 宏:肩こりに対する超音波ガイド下筋間注射と筋内注射の比較.第15回先進整形外科

エコー研究会, 2023.11.  Web  

75. 村田顕優,下江隆司,曽根勝真弓,木戸勇介,松山雄樹,山田宏：上腕骨小頭離断性骨軟骨炎に対し活動制限のみでなくギプス固定を行った1

例．第20回和歌山最小侵襲整形外科(MIOS)フォーラム，2023.1. 和歌山 

76. 村田顕優,下江隆司,木戸勇介,松山雄樹,山田宏：女性に多い母指CM関節症どうしてる-県下のexpertに伺いました- 第5回和歌山県手外

科研究会,20023.9.和歌山 

77. 古梅祐：当院のFLSチームの取組み.地域で診る、守る、骨粗鬆症連携セミナー,2023.9. 和歌山 

78. 古梅祐：骨粗鬆症に対する取組み.地域で診る、守る、骨粗鬆症連携セミナー,2023.9. 和歌山 

 

 

受賞 

1. 石元優々：第34回日本整形外科超音波学会 優秀演題賞 

 

 

研究費交付状況 

1. 厚生労働科学研究費補助金 研究代表者 山田宏、研究分担者 岡敬之、橋爪洋：地域住民を対象とした生活習慣病予防等健康づくりの
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音波エコー評価システムの開発 
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